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春
風
会
は
、
昭
和
51
年
に
法
人
設
立
認
可
を

受
け
て
か
ら
、
昨
年
８
月
に
創
立
５０
年
目
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一口
に
５０
年
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
順
風
満
帆
の

時
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
初
代
理

事
長
を
は
じ
め
多
く
の
先
人
達
、
そ
し
て
こ
れ

ま
で
の
法
人
役
職
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
福
祉

に
か
け
る
篤
い
情
熱
や
信
念
、
崇
高
な
精
神
に

よ
る
も
の
と
思
い
、
改
め
て
多
く
の
関
係
者
に

心
よ
り
感
謝
す
る
も
の
で
す
。
法
人
は
、
５０
年

と
い
う
節
目
に
当
た
り
、
昨
年
１１
月
に
法
人
創

立
５０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
記
念
誌
『
５０
年
の

歩
み
』
の
発
行
を
は
じ
め
、
記
念
講
演
会
や
記

念
式
典
・
祝
賀
会
を
来
賓
の
皆
様
、
医
療
・

福
祉
関
係
者
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
多
く
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
盛
大

に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
法
人
の
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
法
人
は
、
５０
周
年
を
境
に
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
５０
年
と
こ

れ
か
ら
の
５０
年
で
は
、
明
ら
か
に
人
口
減
少
化

時
代
に
よ
る
人
口
構
成
や
社
会
構
造
・
経
済
状

況
が
著
し
く
異
な
っ
て
来
る
こ
と
か
ら
、
５０
年

と
い
う
節
目
は
、
歴
史
的
転
換
期
・
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
の
時
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

歴
史
的
変
革
期
に
、
私
た
ち
法
人
は
、
決
意
を

新
た
に
し
て
、
法
人
創
立
者
の
福
祉
理
念
と
人

間
愛
や
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
か

つ
春
風
会
の
５０
年
の
良
き
伝
統
と
歴
史
を
礎
に

し
て
、一
歩
一
歩
堅
実
に
歩
み
な
が
ら
新
た
な
歴

史
を
創
造
し
て
、
更
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
自

己
変
革
を
遂
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
に
足
を
運
び一

人
で
も
多
く
の
利
用
者
・
家
族
の
方
々
や
地
域

の
住
民
に
直
接
お
会
い
し
て
話
を
聞
き
な
が
ら
、

同
時
に
「
鳥
の
眼
」
を
持
ち
な
が
ら
世
の
中
の

全
体
像
や
時
代
の
流
れ
、
社
会
の
変
化
・
ニ
ー

ズ
を
し
っ
か
り
捉
え
て
堅
実
に
着
実
に
福
祉
事

業
を
展
開
し
て
、
地
域
社
会
の
期
待
と
信
頼
に

こ
た
え
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

謙
虚
に
、
驕
ら
ず
に
真
の
福
祉
の
風
を
、『
春
の

風
』
を
地
域
社
会
に
多
く
の
人
々
に
送
り
届
け

て
い
く
こ
と
が
、
春
風
会
の
使
命
・
役
割
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
法
人
創
立
者
の
「
社
会
の
老
人
を

施
設
で
最
期
ま
で
看
取
る
」
と
い
う
創
立
の
福

祉
理
念
は
、
介
護
の
仕
事
が
食
事
・
排
泄
・

入
浴
等
の
三
大
介
護
や
心
の
ケ
ア
と
い
う
精
神

的
支
援
を
含
め
て
、人
の
生
を
大
切
に
し
て
「
人

の
命
を
最
期
に
看
取
る
」
と
い
う
仕
事
で
あ
り
、

こ
の
「
看
取
る
と
い
う
仕
事
」
こ
そ
極
め
て
崇

高
で
、
神
聖
で
、
誇
り
高
き
仕
事
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
私
た
ち
に
改
め
て
教
え
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

競輪補助事業による車両の導入

複合施設「ふらっと原街」建設について



　

令
和
７
年
度
春
風
会
で
は
、
法
人

役
員
の
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
大

幅
な
改
選
と
、
法
人
創
立
50
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
年
と
な

り
ま
し
た
。
11
月
24
日
に
プ
ラ
サ
ヴ

ェ
ル
デ
に
て
記
念
講
演
会
・
記
念
式

典
・
祝
賀
会
を
執
り
行
い
、
多
く
の

地
域
の
皆
様
や
行
政
関
係
者
、
施
設

関
係
者
の
参
加
が
あ
り
、
無
事
に
滞

り
な
く
実
施
で
き
た
こ
と
を
、
改
め

て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
春
風
会
は
、
半
世

紀
に
及
ぶ
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
、
県

内
で
も
屈
指
の
社
会
福
祉
法
人
に
成

長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
・
先
人
達
が

献
身
的
に
努
力
し
築
い
て
き
た
春
風

会
へ
の
社
会
的
信
頼
・
信
用
・
社
会

的
評
価
を
、
そ
し
て
法
人
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
よ
り
一
層
質
的
に
も
高
め
て
、

地
域
社
会
に
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る

法
人
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
法
人

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

法
人
が
こ
れ
ま
で
長
年
培
っ
て
き

た
施
設
で
の
看
取
り
介
護
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
在
宅
の
高
齢
者
の
看
取
り
介
護

に
も
転
用
・
横
展
し
て
い
く
こ
と
が

法
人
創
設
時
か
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

令和8年度令和8年度 事業経営基本方針事業経営基本方針

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
か
ら
24
時
間
の
在
宅
医
療
・
介
護

の
体
制
を
確
立
し
て
い
く
為
に
、
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
事
業
と
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
伊
豆

地
区
に
お
い
て
も
在
宅
医
療
・
介
護

の
推
進
の
た
め
に
は
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
等
の

展
開
は
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
検
討
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
超
高
齢
化
の
進
行
、
平

均
寿
命
・
健
康
寿
命
の
伸
び
に
伴
い

70
歳
・
75
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者

が
増
え
、
益
々
健
康
志
向
が
強
ま
る

こ
と
か
ら
も
、
介
護
予
防
活
動
や
リ

ハ
ビ
リ
等
を
中
心
に
し
た
半
日
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
憩
い
の
場
等
の
事
業
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
は
、
介
護
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
等

を
中
心
に
し
た
半
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
総
合
的
な
一
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
三
種
類
に

分
か
れ
る
と
考
え
ま
す
。
法
人
は
、

こ
の
３
つ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
、

地
域
の
事
情
に
応
じ
て
効
率
的
に
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

県
営
原
団
地
内
の
複
合
福
祉
施
設

整
備
計
画
の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
具
体
的
な
検
討
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
今
年
度
建
設
に
取

り
掛
か
り
ま
す
。
地
域
密
着
型
高
齢

者
対
象
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
、
デ
イ
ト
レ
セ
ン
タ
ー
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
、
訪
問
介
護
事

業
所
の
ほ
か
、
地
域
の
子
供
や
住
民
、

高
齢
者
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
広
場
『
み
ん
な
の
食

堂
』
、
そ
し
て
重
度
障
害
児
者
対
象

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
予

定
で
す
。

　

地
域
住
民
の
介
護
力
の
向
上
と
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
幅
広
く

介
護
人
材
を
養
成
し
確
保
す
る
為
に
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
と
介
護

職
員
実
務
者
研
修
事
業
の
二
つ
の
事

業
を
今
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
法
人
内
に
外
国
人
介
護

人
材
の
採
用
・
育
成
・
日
本
語
教

育
・
研
修
部
会
と
共
に
、
I
T
化
・

D
X
化
の
推
進
部
会
を
立
ち
上
げ
て

い
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
在
宅
事
業

の
分
野
で
の
I
T
化
・
D
X
化
の
推

進
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業
を

中
心
に
事
業
展
開
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業
の
振
り
返
り
と

令
和
８
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
事
業
の
振
り
返
り
と

令
和
８
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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はるかぜ討論会

参加者：石川三義（社会福祉法人春風会理事長）
　　　　堀内和憲（伊豆中央ケアセンター統括施設長）
　　　　飯田　忠（ぬくもりの里統括施設長）

法人創立５０周年記念

～地域課題の解決拠点から
　　　地域共生の創造拠点へ～
～地域課題の解決拠点から
　　　地域共生の創造拠点へ～地域共生 創造拠点

これまでの50年・これからの50年

。
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はるかぜ討論会

𠮟

地
域
に
根
付
い
た

福
祉
の
推
進
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はるかぜ討論会

共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
歩
み

こ
れ
か
ら
の

50
年
に
向
け
て
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for Advanced Services

あしたかホーム

　今回、あしたかホームでの介護テクノロジーの取り
組みを２つご紹介します。介護テクノロジーは、介護
サービスの質の向上や介護職員の負担軽減、利用者
の自立支援などの観点から、経済産業省や厚生労働
省も導入促進に力を入れています。

　令和７年２月に新たに車いすとベッド間の移乗を行
う機器 SASUKE（サスケ）を９台導入しました。臥床
（もしくは車いすに乗車）している利用者様を「お姫様
抱っこ」の様に２本のアームでシートごと抱き上げて、
車いす（もしくはベッド）へやさしく移乗させる機器で
す。メリットとして、
①職員２人で行っていた移乗介助が１人でできる
②職員間で移乗介助の質のばらつきがない
③利用者への身体的・精神的負担の軽減

があります。利用者からは概ね好評を得ており、実際、
ボードでの移乗時に怖がって声が出てしまう重度認知
症の利用者が全く怖がることなく移乗できたことは機
器の効果であると言えます。シートで包み込んでの移
乗は利用者様への緊張を和らげ、拘縮予防にも効果が
期待できると言われております。現在、当施設では約
１５名の利用者の移乗時に活用しています。

　今回の SASUKE 導入を機に機器の使用のみに留ま
らず、ノーリフティングケア（※ノーリフティングケアと
は、被介護者の持ち上げる等の行為を避けることで、
介護者の腰痛予防だけでなく、ケアを受ける側の褥瘡
や拘縮も抑制するためのケア方法です。）について職
員が興味を持ち、生産性向上へ繋げるべく動き出して
いることは非常に喜ばしいことであり、「常に質の高い
ケアを提供したい」職員の気持ちの表れかと思います。

　介護テクノロジーの取り組みの第２弾をご紹介しま
す。移乗機器 SASUKE と同時期の令和７年２月に入
浴機器の araeru( アラエル ) をあしたかホーム特養に
て１台導入しました。アラエルは、シャワータイプの入
浴装置で、介助される方はドーム型の装置内で専用の
シャワーチェアーにすわり、全身をドーム内全体に配
置されたノズルから出るウルトラファインバブル（直径
0.001ｍｍ未満の非常に小さな泡）のシャワーで温め、
汚れを落とすというものです。
　アラエルのメリットとして、
①介助負担の軽減
②こすり洗いが不要になり、肌への刺激が軽減
③光熱費の削減
④入浴時間の短縮
があります。アラエルはドーム内に入って頂いた後はボ
タン一つで予洗いから洗身、洗い流しまで完了できま
すので、介護者の負担は非常に軽減されます。また、１
名の利用者に対して、入浴時間は概ね３０～４０分程
度かかっていますが、アラエル使用者は５分以上の時
間短縮が確認できました。
　利用者からは、冬の一番寒い時期の使用についても

大きな問題はでておりません。また、「（入浴介助を）
やってもらって申し訳ない」という思いを持った方でも
遠慮なく入浴を楽しんで頂けることは機器を使用する
メリットであると言えます。
　上述したような良い効果が確認できましたので、今
後は他フロアへの導入や、使用対象者の拡大（現在は
チェアーに座る
ことができる方
を対象にしてい
ますが、座位保
持が難しい方で
も使用できるよ
うに）も視野に
入れ、介 助 者、
介助を受ける側
双方にメリット
となるような働
きかけを行って
いきたいと考え
ています。

介護のＩＣＴ化取組み
（アラエル・ＳＡＳＵＫＥの利用状況・成果）

7 No.81



88No.81No.81

　

法
人
通
所
介
護
委
員
会
で
は
、

令
和
６
年
11
月
に
法
人
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
対
象
に
、
以

下
の
７
項
目
に
つ
い
て
顧
客
満
足

度
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
利
用
目
的

・
当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
だ
理
由

・
職
員
の
対
応

・
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
取
り
組
み
た
い
内
容

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

・
昼
食
に
つ
い
て

・
機
能
訓
練
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
７
つ
の
調
査
項
目
の

中
か
ら
、
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
取
り

組
み
た
い
内
容
」
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
介
護

度
を
見
る
と
、
要
支
援
１
・
２
、
要

介
護
１
・
２
の
方
が
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

身
体
機
能
の
維
持
向
上
と
日
常
生

活
支
援
・
余
暇
活
動
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

ど
の
事
業
所
で
も
多
か
っ
た
項

目
と
し
て
、
趣
味
活
動
で
は
、
貼

り
絵
・
編
み
物
。
機
能
訓
練
で
は
、

歩
行
訓
練
・
散
歩
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
。
料
理
教
室
で
は
、
季
節
の

料
理
や
団
子
作
り
で
し
た
。

　

調
査
結
果
を
集
計
し
、
心
身
の

活
性
化
や
利
用
者
の
楽
し
み
づ
く

り
・
生
活
に
密
着
し
た
活
動
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

法
人
通
所
介
護
で
は
、
結
果
か

ら
見
え
た
こ
と
を
元
に
、
利
用
者
・

ご
家
族
の
希
望
に
添
え
る
よ
う
改

善
し
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
活
動

や
各
事
業
所
の
特
色
を
生
か
し
て

『
顧
客
満
足
度
調
査
』

通
所
介
護
部
門

通
所
介
護
部
門
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

ト
結結
果

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
、

「
こ
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
き
た

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
施
設
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

利用目的

趣味的活動

デイサービスを選んだ理由

利用者介護度

令和7年12 月15日
歌手の太田克樹さん慰問

0

50

100

150

200

事
業
対
象

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５0 50 100 150 200 250 300 350

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

9.入浴をしたい
8.リハビリを実施したい

7.ご家族からの勧め
6.一人で家にいるのが心配

5.他者との交流
4.ご家族の負担軽減

3.本人の楽しみ
2.認知症状の予防と軽減
1.身体機能の維持向上

0 100 200 300 400

7.その他
6.以前関係者（親・親戚の方）が利…

5.介護支援専門員の紹介
4.医療機関の紹介

3.利用経験者の紹介
2.友人・知人・近隣のかたの紹介

1.自宅から近い

18.野菜作り
17.カラオケ
16.計算ドリル
15.漢字検定

14.華道
13.茶道

12.ペン習字
11.書道
10.俳句
9.短歌
8.貼り絵
7.編み物
6.トランプ
5.花札
4.オセロ
3.囲碁
2.将棋
1.麻雀

通所
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訪
問
介
護
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
令

和
６
年
度
に
法
人
全
体
と
足
並
み

を
揃
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査

項
目
は
「
ヘ
ル
パ
ー
の
対
応
に
つ

い
て
」
「
大
規
模
災
害
や
感
染
症
の

蔓
延
の
影
響
で
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問

が
出
来
な
い
時
は
ど
の
よ
う
に
す

る
か
」
「
生
活
を
し
て
い
て
不
安
に

感
じ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
」
「
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
満
足
度
」

な
ど
、
在
宅
な
ら
で
は
の
質
問
を

含
め
、
全
部
で
８
項
目
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

在
宅
生
活
を
し
て
い
る
方
に

と
っ
て
の
ヘ
ル
パ
ー
の
存
在
は
、

自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
手
助
け
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。
全
体
の
満
足
度

と
し
て
は
、
９
割
の
方
が
満
足
と

答
え
て
下
さ
り
、
利
用
者
様
の
意

欲
向
上
と
ご
家
族
様
の
不
安
の
解

消
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
、

私
た
ち
ヘ
ル
パ
ー
も
更
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
自

『
顧
客
満
足
度
調
査
』

満 足 度 災害時対処

訪
問
介
護
部
門

訪
問
介
護
部
門
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
結結結結結
果

宅
で
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る

方
、
高
齢
者
世
帯
で
の
生
活
を
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
中
、
大
規
模

災
害
時
で
の
避
難
と
感
染
症
の
蔓

延
時
と
い
う
の
が
課
題
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
「
自
分
で
ど
う
に
か
で
き

る
」
「
家
族
、
ま
た
は
近
所
の
助
け

が
あ
る
」
と
い
う
方
が
74
・
１
％
で
、

「
助
け
が
な
い
の
で
ど
う
に
も
で
き

な
い
」
と
い
う
の
が
20
％
と
い
う

回
答
が
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
で
全
て

を
カ
バ
ー
す
る
の
は
難
し
い
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る

前
に
少
し
ず
つ
解
決
で
き
る
よ
う

に
各
機
関
と
連
携
す
る
糸
口
に
な

れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
は
お
一
人
お
一
人
に

丁
寧
に
接
す
る
よ
う
に
ど
の
事
業

所
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

が
こ
の
満
足
度
に
現
れ
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
、
支
援
す
る
側
も
さ

れ
る
側
も
心
地
い
い
時
間
を
過
ご

し
な
が
ら
長
く
自
宅
で
生
活
が
出

来
る
よ
う
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
し
、
必
要
と
さ

れ
る
ヘ
ル
パ
ー
と
な
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

92.5%

1.6
3.1

2.8

満⾜
不満⾜
どちらでもない
分からない

大規模災害や感染症の
蔓延の影響でヘルパー
の訪問が出来ない時は
どのようにされるか

31

43.1％

％％20

5.9

家族・または近所の助けがある
その他

⾃分でどうにかできる

助けがないのでどうにもできない

訪問

そ
の
他
の
ご
意
見
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　もくせい苑では、市内外の各種イベント販
売への参加が増えています。社会福祉協議会
主催の「ふれあい広場」をはじめ、民間企業
や団体のイベントにも積極的に参加し、多く
の皆様に購入をして頂いております。
　中でも、静岡県庁では年２回、県内の障
がい者施設で製作した様々な商品の販売会を
サマーフェアー・ウインターフェアーと称し、
県庁の職員による「一人一品運動」が定着し
ています。フェアーでは県知事を始め多くの

県庁職員が来場して活気あふれる販売会が開催されています。
　毎年「もくせい苑」も延べ４日間販売活動に参加をしています。
販売では「Ｆｅ画伯」・「Ｋｚｕｋｉ」・「のぎー」と、もくせい苑の３人の
利用者が描いたイラストを中心に、エコバック・トートバック・巾着
袋等の他、缶バッジ・ポシェットや小物製品も多く販売しています。
　店頭では「これも持ってる！」・「新しい商品は無い？」等のリク
エストに応えて、回数を重ねるごとにラインナップを増やしています。
　当事業所の縫製品等が多くの方々に愛用されていることに感謝
し、これからも積極的に販売活動を展開し、利用者さん達の工賃
向上に努めてまいります。

法人外国人職員
育成部会

法法法法人人人人人人人人外外外外外外国国人人人人人人人人職職員員員法法法法法法法法法法法法法法法法法法法人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人外外人人人人人人人人人人外外外外外外外外外外外外外外 人人人人人人人人人人人人人職職職人人職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人外外外外人人人人人人外外人人人人人人人人人人人人人人人人人外外外外人人人人外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外国国外外外国国外外外外外外外外外国国外外外国国国国国国国国国国国国国国国人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人職職人人人職職職職人人人人人人人人人人人人人人人人職職職職職職職職職職職職職職職職員職員職員員職職員員職員員員員員員員員員員員員員員員員員員法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人外外外外外人人人人人人人外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外国国国外外外外国国国国国国国国国国国国人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人職職人人人人人人人人人人人人職職職職職職職職職職職職職職職職職員員職職職員員員員員員員員員員員国国国国国国人人人人人人人外外外外外外外外国国外外外外外国国人人法法 職職員員国外外外国国人外外外外外外外外外外 人人人人人人人人人人人人人外外国国人
会育育育育育育 会会会会会会会会会会会会会育育育育育育育育育育 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育 会会会会会会会会会育育育成成成成部部会会会会会会育育育成成成成成部部育育成成成成成部部部部会会

法人外国人職員
育成部会

法人外国人職員
育成部会

法人外国人職員
育成部会

法人外国人職員
育成部会

もくせい苑
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あまぎ認定
こども園

なかいず認定
こども園

こ

12
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競輪補助事業による車両の導入競輪補助事業による車両の導入競輪補助事業による車両の導入
伊豆中央
ケアセンター

複合施設「ふらっと原街」建設について複合施設「ふらっと原街」建設について複合施設「ふらっと原街」建設について
春風会
法人本部
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